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１．研究の背景と目的
　保育者を目指す学生は、教育実習・保育実習（以下「実習」とする）を経験する。これらの実習は、
将来を見据えた免許・資格取得のためには避けて通れない道である。そして、こうした実習は、学生
にとって未知の世界であり、楽しみや期待ばかりではない。例えば井上・町井（2019）は、「実習ノー
トを書くこと」「責任実習を行うこと」「指導案を作成すること」といった要素に特に高いストレスを
感じる学生が多いと報告している。このように、普段の学習の場である養成校から離れた保育現場で
の実践に対して、不安を抱く学生が多いのは容易に想定できる。さらに、学生が責任実習を任される
際には、子どもたちの実態を捉えた考察によって子どもを理解する力と、それを踏まえた保育を構築
するための計画力・実践力・省察力等が必要とされる。責任実習を行う際には、それらを駆使して構
想された保育を具体化・言語化した指導案の詳細な記述も求められる。
　このように、多くの事項が求められる指導案作成に苦手意識を持つ学生は多い。大滝（2005）の調
査によれば、指導案作成に対する苦手意識として「何を書けばよいのかわからない」「子どもの動き
の予想とその対応がわからない」などが挙げられており、特に書き始めの段階に難しさを感じている
ことが報告されている。また、桐川ほか（2019）は、指導案の作成に自信のない生徒ほど、活動の終
え方の検討、援助の留意点の把握、文章の作成の三点に強い困難さを感じている点を明らかにしてい
る。すなわち、子どもの動きや発語、表情に対する関わりの具体的なイメージの乏しさが、指導案作
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成の苦手意識につながっていると推察できる。
　一方で、林（2018）は、実習経験によって指導案作成の難しさに対する認識の軽減を報告しており、
実習前の指導においては「子どもの実態が目の前にない学生が『ねらい』、『内容』を考えることがで
きるか」（林，2018，p.18）が要点となると論じている。このように、実習前に何らかの方法で得た
指導案作成やその実践に関する具体的なイメージが、実習前後を含めた様々な過程において、学生の
意識や実践に良い影響を及ぼすのではないかと考えられる。
　そうした背景から、実習前の段階に「授業の組み立て方や指導法などを体験的に学び、検討するた
めに、実際の授業を想定した場で実践を模して行う授業」（木内，2004）が多く行われている。それ
は保育者養成課程において、一般的に「模擬保育」と呼ばれている。「教職課程コアカリキュラムの
在り方」では（２）「保育内容の指導方法と保育の構想の到達目標」の④に「模擬保育とその振り返
りを通して、保育を改善する視点を身に付けている」と示されており（文部科学省，2017）、模擬保
育は、保育者養成課程において体験的に保育の指導方法・改善の視点を学べる学習活動として位置付
いているといえる。模擬保育に関する先行研究を概観しても、模擬保育の実践により、学生は保育実
践に対して具体的なイメージを持ち、さらには、新たな実践の展望が可能となるという、その意義や
有用性を明らかにしているものが多数見受けられる。一方で、模擬保育の適時性・反復性の検討に必
要性を示唆する研究もある（例えば，田爪・小泉，2006；中田ほか，2014）。これらを踏まえると、
模擬保育の効果的な活用のための検討を行うにあたり、学生がその経験をどのように捉え、実践によっ
てそれがどのように変化するかの把握が重要であろう。
　そこで本研究では、実習前の学生が、模擬保育の経験をどのように捉えているのか、また、模擬保
育の実践回数の積み重ねによる経験の変容の分析を通して、実習指導のあり方についての考察･検討
を目的とする。

２．方法
（１）対象・時期・内容
　調査対象は、「保育実習指導」（開講期：１年後期〜２年前期）を履修するＡ短期大学生29名であっ
た。模擬保育は、「保育実習指導」授業内において３回実施した（2023年１月，2024年４月，2024年
６月）。各回の模擬保育を実施するにあたり、学生には事前に、①対象とする年齢を自身で設定する
こと、②子どもと遊ぶ活動を行うこと、③保育者役は１人で子ども役は複数人の学生であること、④
実践時間は10分程度であることを伝え、模擬保育で取り上げる活動を自由に考えさせた。また、２・
３回目の模擬保育実施後には、学生一人一人と教員が対面で実践の振り返りを行った。
　１回目は模擬保育の実施直後、２・３回目は振り返り直後に、振り返りシートに記入させた。振り
返りシートは「対象年齢」「発表した遊びを選んだ理由」「今回の実践が、今後自身にとってどのよう
なことに結び付くと思うか」の３項目で構成し、対象年齢以外の２項目には自由記述させた。有効な
回答数は、１回目22件、２回目27件、３回目28件であった。また、内容がイメージしやすいように、
遊びのタイトル、想定日時、子どもの想定人数等も併せて記入させた。

（２）分析方法
　学生の自由記述の内容分析には、計量テキスト分析の手法を用い、分析ソフトは、KH Coder
（ver.3.02c）を利用した。前処理として、以下の手続きを行った。まず、用語の統一を図った。例えば、
「子供」「こども」等の表記を「子ども」に統一した。次に、強制抽出語を設定した。Term Extract
を利用して複合語を検出した結果、例えば「保育者」が「保育」「者」に分かれたので、重要な複合
語の強制抽出の処理を講じた。最後に、「思う」等の具体的内容を想起しない語は、抽出しない語と
して処理した。
　このような前処理ののち、質問項目ごとに抽出語の階層的クラスター分析（Ward法）を行い、そ
れぞれの質問項目に記述されたトピックを把握した。次に、それぞれのクラスターに出現した語を元
にコーディングルールを作成し、それぞれのコードの回数別の出現割合を確認した。以上の手続きに
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よって、模擬保育に関する学生の認識の変容を把握した。なお、χ2検定はKH Coderを用いて行い、
残差分析はjs-STAR XR+ release 2.1.3 jによって確認した。

３．結果
（１）選んだ遊びの対象年齢
　発表した遊びを選ぶ際の対象年齢について、振り返りシートの基本情報から集計した（表１）。全
体を通して、約２割の学生が０、１、２歳児を対象とし、約８割の学生が３、４、５歳児を対象とし
た模擬保育を行っていた。１回目の模擬保育の対象年齢は、０歳児から５歳児まで満遍なく選択され
ていた。２回目では、１歳児が２名、３歳児が６名、４歳児が10名、５歳児が11名と、ほとんどの学
生が３歳以上児を対象とした模擬保育を設定した。３回目は、２歳児が１名で、それ以外の学生は３
歳以上児を選択していた。

（２）模擬保育として発表した遊びを選んだ理由
①クラスターによる分類
　模擬保育で「発表した遊びを選んだ理由」に関する自由記述について前処理を行った結果、総抽出
語は2622語、異なり語は494語であった。
　文章中のトピックについて把握するため、抽出語のうち出現回数が３回以上出現した頻出語61語に
ついて、階層的クラスター分析を行った結果、７クラスターに分類された。分類された語のまとまり
とKWICコンコーダンスによる原文の参照による検討によって、各クラスター名を命名した。分類さ
れた語とその出現回数、典型的な記述例を以下の表２に示す。
②クラスターと回数のクロス集計
　クラスター分析によって得られた７つのクラスターをコーディングルールとして、それぞれの抽出
語を割り当てた。コーディングと回数とのクロス集計を行った。図１に、選んだ理由に関するクロス
集計のバブルプロットを示した。
　χ2検定の結果、クラスター２「集団遊び」（χ2（2）= 27.16，p < .01）、クラスター３「実際の子ど
もの様子」（χ2（2）= 7.00，p < .05）、クラスター７「経験してほしいこと」（χ2（2）= 13.73，p < .05）
に有意差がみられた。残差分析を行ったところ、「集団遊び」は１回目（0.0%，p < .01）、２回目（7.4%，
p < .05）が有意に低く、３回目（57.1%，p < .01）が有意に高かった。「実際の子どもの様子」は、１
回目（13.6%，p < .05）が有意に低く、３回目（50.0%，p < .05）が有意に高かった。「経験してほし
いこと」は、１回目（72.7%，p < .01）が有意に低く、３回目（100.0%，p < .05）が有意に高かった。
　すなわち、模擬保育で行う遊びを選んだ理由として、集団遊びの実践や実際の子どもの様子、子ど
もに経験してほしいことが、３回目になると多く挙げられていることが明らかになった。

表１．各回の模擬保育で対象とした年齢
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表２．選んだ理由に関するクラスター分類とコーディングルール

図１．選んだ理由に関するクロス集計（バブルプロット）
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（３）自身の実践の価値づけ
①クラスターによる分類
　前処理の結果、総抽出語は2953語、異なり語は472語であった。文章中のトピックについて把握す
るため、抽出語のうち、出現回数が４回以上出現した頻出語50語について、KH Coderによる階層的
クラスター分析（Ward法）を行った結果、６クラスターに分類された。次に、分類された語のまと
まりとKWICコンコーダンスによる原文の参照による検討によって、各クラスター名を命名した。分
類された語とその出現回数、典型的な記述例を以下の表３に示す。

②クラスターと回数のクロス集計
　これらのクラスター分析によって得られた６つのクラスターをコーディングルールとして、それぞ
れの抽出語を割り当てた。コーディングと回数とのクロス集計を行った。図２に、選んだ理由に関す
るクロス集計のバブルプロットを示す。
　χ2検定の結果、クラスター１「保育意図の重要性」（χ2（2）= 5.47，p < .10）、クラスター２「アド
バイスをもらう」（χ2（2）= 6.49，p < .05）、クラスター６「準備の大切さ」（χ2（2）= 5.38，p < .10）
に有意差がみられた。残差分析を行ったところ、「保育意図の重要性」は、３回目（32.0%，p < .05）
が有意に多かった。「アドバイスをもらう」は、１回目（13.6%，p < .05）が有意に低く、３回目（48.0%，
p < .05）が有意に高かった。「準備の大切さ」は、３回目（16.0%，p < .05）が有意に高かった。
　模擬保育実践の価値づけについては、保育意図の重要性の認識、他者からアドバイスをもらうこと、
準備の大切さが、３回目になると多く挙げられていることが明らかになった。

表３．実践の価値づけに関するクラスター分類とコーディングルール
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４．考察
　本研究は、実習前の学生が、模擬保育の経験をどのように捉えているのか、また、実践回数の積み
重ねにより、それがどう変容するのかの分析を通して、実習指導のあり方の考察･検討を目的として
いた。
　まず、模擬保育を行う際に学生が選択した子どもの年齢は、全体を通して２割程度が３歳未満児を
対象に、８割程度が３歳以上児を対象としていた。遊びを選んだ理由において「集団遊び」を挙げた
学生が増加していた点を考え合わせると、学生に自由に模擬保育の活動を構想させた場合、３歳以上
児の集団を意識した遊びを取り上げる傾向が見て取れる。これを考慮すると、保育士の専門性の重要
な側面である３歳未満児の保育についても、実習指導の段階で認識を深められる授業の組み立ての工
夫が必要となるだろう。
　模擬保育を行う際の遊びを選んだ理由においては、「集団での活動」「実際の子どもの様子」「経験
してほしいこと」について、１回目が記述の頻度が有意に低く、３回目が高いという結果が得られた。
このことから、模擬保育の回を重ねるごとに、子どもたちの姿からイメージした保育の構想――例え
ば、子ども同士で遊びを楽しむ様子や子どもの興味関心を起点とする、この遊びを取り入れたときの
子どもたちの反応を想像する――に意識が向けられているといえる。
　また、有意差は認められなかったが、「自身の経験」を記述する割合が徐々に少なくなっている点
を踏まえると、模擬保育において遊びを構想する際の起点が、学生自身の興味関心から、子どもの興
味関心や楽しみへと回を重ねるごとに変容しているといえる。
　自分の実践の価値付けについては、「保育意図の重要性の認識」「アドバイスをもらう」「準備の大
切さ」の記述が有意に増加する結果が得られた。この分析で分類された６つのクラスターのうち１～
５のクラスターにおいては、減少傾向は認められない。模擬保育の初めの段階から、この５つの事柄
において保育を構想する際に重要視すべき内容であるとの学生の捉えが浮き彫りになった。これは、
模擬保育以前の講義や経験から得た学びに起因していると考えられる。そして、模擬保育経験の積み
重ねによって、有意差の認められた３項目においては、より意識が高まったといえるだろう。
　加えて、「準備の大切さ」に注目しておきたい。初回の模擬保育では、この項目の言及がほぼ皆無
であったにもかかわらず、回を重ねるごとに関連する記述が増加した。この変化は、学生の保育実践
に対する理解の深化を示唆している。具体的には、「事前にたくさん準備しなくても誰でもすぐ実践

図２．実践の価値づけに関するクロス集計（バブルプロット）
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できると思った」（２回目）という記述に代表されるように、学生たちは模擬保育を即興的あるいは
場当たり的に捉える傾向にあった。これは、保育実践に対する浅い理解を反映している。しかしなが
ら、３回目の実践に至る頃には、計画的な準備の重要性を認識する学生が増加した。この変化は、模
擬保育経験を通した学生たちの保育実践の複雑性と事前準備の意義理解への気づきを示唆している。
全体として、この準備の重要性に関する認識の変容は、学生の保育者としての専門性の発達過程を反
映していると考えられる。
　今回、「理由づけ」や「価値づけ」のいくつかの項目において、３回目になると有意に高い項目が
確認された。この点について、さらに考察を深めていく。本研究では、４ヶ月間で３回にわたって模
擬保育を取り入れた授業を行い、そのうち、２回目３回目では、教員と実践した学生との間で、「振
り返り」の時間を設け、教員からフィードバックしていた。その過程で「アウトプットで生じた疑問
を教員が吸い上げ、学生の思考よりも一段高い認知レベルにおいて解説、総括、さらには『教える』
を行うことによって、学生は、『わかった』にたどり着くことが可能になる」（森，2017，p.13）。こ
のように、模擬保育でのアウトプットを、振り返りを通じて再度インプットし、さらにそれを基にし
た模擬保育経験の繰り返しによって、学生は、保育に対する認識を変容させ、保育実践への理解や自
身の思考を深化させるに至ったのではないだろうか。
　本研究において、模擬保育と振り返りの往還とその反復によって、学生の模擬保育を構想する認識
が、子ども主体の保育の組み立てへと変容することが示唆された。田爪・小泉（2006）が課題として
挙げる授業の適時性については、今後更なる検討を重ねていくことが求められる。
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